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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
空気清浄機の本体は室内空気を吸気する吸込口と、この吸込口から吸気した空気を清浄化
する清浄化手段と、この清浄化手段に通風する送風手段と、前記本体の上部に設けた清浄
空気を吹き出す吹出口と、空気中の粉塵の粒径と濃度を検出する埃センサーと、この埃セ
ンサーの検出する検出値に応じて前記送風手段を制御する制御手段を有し、前記吸気口は
、前記本体の前面下部に設けた第一の吸込口と、この第一の吸込口より上部に設けた第二
の吸込口からなり、前記第一の吸込口を全開、半分開口および閉鎖可能とする吸込蓋部を
備え、前記制御部は前記埃センサーの検出した粉塵の粒径の大きさおよび濃度に応じて、
前記吸込蓋部を駆動して前記第一の吸込口を全開、半分開口または閉鎖できると共に、吹
出ルーバー用駆動部を駆動して前記吹出口の吹出ルーバーを回動させて、前記吹出口の吹
き出し方向を上方又は斜め前方に変更できる空気清浄機。
【請求項２】
制御部は、少なくとも埃センサーが大粒径の粉塵を検出したと判定する場合において、埃
センサーの検出する粉塵濃度が高いと判定するときは、吸込蓋部を全開する請求項１記載
の空気清浄機。
【請求項３】
制御部は、埃センサーが小粒径の粉塵を検出したと判定する場合には、埃センサーの検出
する粉塵濃度に関わらず、吸込蓋部を閉鎖する請求項１記載の空気清浄機。
【請求項４】
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制御部は、少なくとも埃センサーが大粒径の粉塵を検出したと判定する場合において、埃
センサーの検出する粉塵濃度が低いと判定するときは、吸込蓋部を半分開口するとともに
風量を減少する請求項１記載の空気清浄機。
【請求項５】
本体に人を検知する人感センサーを有し、制御部は、この人感センサーが居室内に人を検
出する場合は、前記吸込蓋部を全開する請求項１～３いずれかに記載の空気清浄機。
【請求項６】
本体の操作部にマニュアルスイッチを有し、制御部は、運転中に使用者によって前記マニ
ュアルスイッチが押された場合に、吸込蓋部を半分開口または閉鎖しているときには、吸
込蓋部を全開してなる請求項１記載の空気清浄機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸込み気流を制御できる空気清浄機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の空気清浄機は、複数の吸気口の吸気比率や吸気方向を変更できるものが
知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　以下その空気清浄機について図１０を参照しながら説明する。
【０００４】
　図に示すように、前面吸気口１０１および下部吸気口１０２とを備え、下部吸気口１０
２は前カバー１０３の下端部付近に開口するとともに、前面吸気口１０１より開口面積を
大としたことにより、卓上面または床面に滞留する汚染空気を効率的に除去できるように
構成されている。
【特許文献１】特開２００７－２１３５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような従来の空気清浄機では、複数の吸気口の吸気口比率を変更できるが、室内空
気の粉塵粒径の大きさが考慮されていないため、大粒径の粉塵の汚れに対しては、吸引力
の不足により床面などに沈降しやすく、充分に清浄化できないことがあり、また小粒径の
粉塵の汚れに対しては、室内の上層部分に浮遊して拡散することがあるという課題があり
、室内に分散した大小の粒径の粉塵に対応して、吸気口の大きさなどを変更できるように
して効率よく吸気することにより、室内を確実に清浄化することが要求されている。
【０００６】
　本発明は、このような従来の課題を解決するものであり、粉塵の粒径の大きさと濃度に
対応した吸気口の大きさや吸気方向などを変更することにより、粉塵の粒径に対応した吸
込気流を形成し、粉塵を効率的に吸気口から吸引して、確実に除去できる空気清浄機を提
供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の空気清浄機は上記目的を達成するために、空気清浄機の本体は室内空気を吸気
する吸込口と、この吸込口から吸気した空気を清浄化する清浄化手段と、この清浄化手段
に通風する送風手段と、前記本体の上部に設けた清浄空気を吹き出す吹出口と、空気中の
粉塵の粒径と濃度を検出する埃センサーと、この埃センサーの検出する検出値に応じて前
記送風手段を制御する制御手段を有し、前記吸気口は、前記本体の前面下部に設けた第一
の吸込口と、この第一の吸込口より上部に設けた第二の吸込口からなり、前記第一の吸込
口を全開、半分開口および閉鎖可能とする吸込蓋部を備え、前記制御部は前記埃センサー
の検出した粉塵の粒径の大きさおよび濃度に応じて、前記吸込蓋部を駆動して前記第一の
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吸込口を全開、半分開口または閉鎖できると共に、吹出ルーバー用駆動部を駆動して前記
吹出口の吹出ルーバーを回動させて、前記吹出口の吹き出し方向を上方又は斜め前方に変
更できるものである。
【０００８】
　また他の手段は、制御部は、少なくとも埃センサーが大粒径の粉塵を検出したと判定す
る場合において、埃センサーの検出する粉塵濃度が高いと判定するときは、吸込蓋部を全
開するものである。
【０００９】
　また他の手段は、制御部は、埃センサーが小粒径の粉塵を検出したと判定する場合には
、埃センサーの検出する粉塵濃度に関わらず、吸込蓋部を閉鎖するものである。
【００１０】
　また他の手段は、制御部は、少なくとも埃センサーが大粒径の粉塵を検出したと判定す
る場合において、埃センサーの検出する粉塵濃度が低いと判定するときは、吸込蓋部を半
分開口するとともに風量を減少するものである。
【００１４】
　また他の手段は、本体に人を検知する人感センサーを有し、制御部は、この人感センサ
ーが居室内に人を検出する場合は、前記吸込蓋部を全開するようにしたものである。
【００１６】
　また他の手段は、本体の操作部にマニュアルスイッチを有し、制御部は、運転中に使用
者によって前記マニュアルスイッチが押された場合に、吸込蓋部を半分開口または閉鎖し
ているときには、吸込蓋部を全開するものである。
【００１９】
　これにより、粉塵の粒径の大きさおよび濃度に適した吸気口の大きさや吸気方向などを
変更することにより、粉塵の粒径に対応した吸込気流を形成し、粉塵を効率的に吸気口か
ら吸引して、確実に除去できる空気清浄機が得られる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、空気清浄機の本体は室内空気を吸気する吸込口と、この吸込口から吸
気した空気を清浄化する清浄化手段と、この清浄化手段に通風する送風手段と、前記本体
の上部に設けた清浄空気を吹き出す吹出口と、空気中の粉塵の粒径と濃度を検出する埃セ
ンサーと、この埃センサーの検出する検出値に応じて前記送風手段を制御する制御手段を
有し、前記吸気口は、前記本体の前面下部に設けた第一の吸込口と、この第一の吸込口よ
り上部に設けた第二の吸込口からなり、前記第一の吸込口を全開、半分開口および閉鎖可
能とする吸込蓋部を備え、前記制御部は前記埃センサーの検出した粉塵の粒径の大きさお
よび濃度に応じて、前記吸込蓋部を駆動して前記第一の吸込口を全開、半分開口または閉
鎖できると共に、吹出ルーバー用駆動部を駆動して前記吹出口の吹出ルーバーを回動させ
て、前記吹出口の吹き出し方向を上方又は斜め前方に変更でき、粉塵の粒径と濃度に応じ
た吸込み気流を形成することで、粉塵を効率的に本体に吸引し除去できる効果のある空気
清浄機が得られる。
【００２１】
　また、大粒径の粉塵を検出したと判定する場合、または大粒径と小粒径の粉塵を検出し
たと判定する場合において、埃センサーが粉塵の濃度が高いと判定するときは、吸込蓋部
を全開することにより低域空間空気の吸気比率の高い気流を形成することで、低域空間に
浮遊する粒径の大きい粉塵を効率的に本体に吸引し除去できる効果のある空気清浄機が得
られる。
【００２２】
　また、小粒径の粉塵を検出したと判定する場合において、埃センサーが粉塵の濃度が高
いまたは低いと判定するときは、吸込蓋部を閉鎖することにより高域空間空気の吸気比率
の高い気流を形成することで、高域空間に浮遊する粒径の小さい粉塵を効率的に本体に吸
引し除去できる効果のある空気清浄機が得られる。
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【００２３】
　また、大粒径の粉塵を検出したと判定する場合、または大粒径と小粒径の粉塵を検出し
たと判定する場合において、粉塵の濃度が低いと判定するときは、吸込蓋部を半分開口し
風量を減少することにより、運転音の低減、消費電力を抑制しながら、通過風速を減少せ
ずに低域空間空気の吸気比率の高い気流を形成することで、低域空間に浮遊する粒径の大
きい粉塵を効率的に本体に吸引し除去できる効果のある空気清浄機が得られる。
【００２７】
　また、人がいると判定するときは、吸込蓋部を全開することにより低域空間空気の吸気
比率の高い気流を形成し、低域空間に浮遊する粒径の大きい粉塵を効率的に本体に吸引し
除去できる効果のある空気清浄機が得られる。
【００２９】
　また、運転中に使用者によってマニュアルスイッチが押されたときに、吸込蓋部を半分
開口または閉鎖している場合には、吸込蓋部を全開することで、使用者が必要と感じたと
きにタイミングよく低域空間空気の吸気比率の高い気流を形成し、低域空間に浮遊する粒
径の大きい粉塵を効率的に本体に吸引し除去することができる効果のある空気清浄機が得
られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　本発明の請求項１記載の発明は、空気清浄機の本体は室内空気を吸気する吸込口と、こ
の吸込口から吸気した空気を清浄化する清浄化手段と、この清浄化手段に通風する送風手
段と、前記本体の上部に設けた清浄空気を吹き出す吹出口と、空気中の粉塵の粒径と濃度
を検出する埃センサーと、この埃センサーの検出する検出値に応じて前記送風手段を制御
する制御手段を有し、前記吸気口は、前記本体の前面下部に設けた第一の吸込口と、この
第一の吸込口より上部に設けた第二の吸込口からなり、前記第一の吸込口を全開、半分開
口および閉鎖可能とする吸込蓋部を備え、前記制御部は前記埃センサーの検出した粉塵の
粒径の大きさおよび濃度に応じて、前記吸込蓋部を駆動して前記第一の吸込口を全開、半
分開口または閉鎖できると共に、吹出ルーバー用駆動部を駆動して前記吹出口の吹出ルー
バーを回動させて、前記吹出口の吹き出し方向を上方又は斜め前方に変更できるものであ
り、粉塵の粒径の大きさに適した吸気口の大きさを変更することにより、粉塵の粒径に適
した吸込気流を形成して粉塵を効率的に吸引できるという作用を有する。
【００３３】
　また、請求項２記載の発明は、制御部は、少なくとも埃センサーが大粒径の粉塵を検出
したと判定する場合において、埃センサーの検出する粉塵濃度が高いと判定するときは、
吸込蓋部を全開するものであり、大粒径の粉塵を検出したと判定する場合、または大粒径
と小粒径の粉塵を検出したと判定する場合において、埃センサーが粉塵の濃度が高いと判
定するときは、吸込蓋部を全開するとしたものであり、低域空間空気の吸気比率の高い気
流を形成することで、低域空間に浮遊する粒径の大きい粉塵を効率的に本体に吸引し除去
できるという作用を有する。
【００３４】
　また、請求項３記載の発明は、制御部は、埃センサーが小粒径の粉塵を検出したと判定
する場合には、埃センサーの検出する粉塵濃度に関わらず、吸込蓋部を閉鎖するとしたも
のであり、高域空間に浮遊する粒径の小さい粉塵を効率的に本体に吸引し除去できるとい
う作用を有する。
【００３５】
　また、請求項４記載の発明は、制御部は、少なくとも埃センサーが大粒径の粉塵を検出
したと判定する場合において、埃センサーの検出する粉塵濃度が低いと判定するときは、
吸込蓋部を半分開口するとともに風量を減少するとしたものであり、運転音の低減、消費
電力を抑制しながら、通過風速を減少せずに低域空間空気の吸気比率の高い気流を形成す
ることで、低域空間に浮遊する粒径の大きい粉塵を効率的に本体に吸引し除去できるとい
う作用を有する。
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【００３９】
　また、請求項５記載の発明は、本体に人を検知する人感センサーを有し、制御部は、こ
の人感センサーが居室内に人を検出する場合は、前記吸込蓋部を全開するとしたものであ
り、人がいると判定するときは、吸込蓋部を全開することにより低域空間空気の吸気比率
の高い気流を形成し、低域空間に浮遊する粒径の大きい粉塵を効率的に本体に吸引し除去
できるという作用を有する。
【００４１】
　また、請求項６記載の発明は、本体の操作部にマニュアルスイッチを有し、制御部は、
運転中に使用者によって前記マニュアルスイッチが押された場合に、吸込蓋部を半分開口
または閉鎖しているときには、吸込蓋部を全開するとしたものであり、運転中に使用者に
よってマニュアルスイッチが押されたときに、吸込蓋部を半分開口または閉鎖している場
合には、吸込蓋部を全開することで、使用者が必要と感じたときにタイミングよく低域空
間空気の吸気比率の高い気流を形成し、低域空間に浮遊する粒径の大きい粉塵を効率的に
本体に吸引し除去できるという作用を有する。
【００４４】
　（実施の形態１）
　図１、図３、図４および図７に示すように、本体１は略箱形に形成し、本体１の天面に
吹出口５を設けるとともに、本体１の前面下部に第一の吸込口２ａを設け、この第一の吸
込口２ａより上部の本体１側面に第二の吸込口２ｂを設け、第一の吸込口２ａに全開、半
分開口および閉鎖可能な吸込蓋部９を設けている。
【００４５】
　本体１内に空気清浄化手段としてのフィルター３と、このフィルター３に通風する送風
手段としてのファンモータ４を備え、ファンモータ４の駆動により吸込口２から吸い込ま
れた空気が、フィルター３を通って清浄され、吹出口５から吹出される。また本体１には
空気中の粉塵の粒径と濃度を検出する埃センサー７を設け、制御部８は埃センサー７の検
出値に対応して、吸込蓋部用駆動部１２を駆動制御することにより、吸込蓋部９を全開、
半分開口または閉鎖する。また、制御部８は埃センサー７の検出値に対応して、吹出ルー
バー用駆動部１１を駆動して吹出ルーバー６を回動させて、吹出口５の吹き出し方向を上
方又は斜め前方に変更できるものである。
【００４６】
　埃センサー７は、検出する粉塵の粒径の大きさが１．０μｍを超えた場合と、２．５μ
ｍを超えた場合に、各々異なる出力値を制御部８に伝達する。たとえば、検出した粉塵の
粒径が２．５μｍ以上の場合は、１．０μｍを超えた場合の出力値と２．５μｍを超えた
場合の出力値の２種類の出力値が出力される。このとき、一定のサンプリング時間内の出
力頻度がそれぞれ基準以上のとき、制御部８は大粒径と小粒径の粉塵を検出したと判別す
る。それに対して、１．０μｍ～２．５μｍの出力値の出現頻度が基準未満のときは、制
御部８は大粒径の粉塵を検出したと判別する。また検出した粉塵の粒径が１．０μｍ以上
２．５μｍ未満の場合は、１．０μｍを超えた場合の出力値のみが出力される。このとき
、一定のサンプリング時間内の出力頻度が基準以上のときは、制御部８は小粒径の粉塵を
検出したと判別する。検出した粉塵の粒径が１．０μｍ未満の場合は、ノイズを避けるた
め出力値を出力しない。このとき、制御部８は、粉塵を検出していないと判別する。なお
表示部１３は本体１表面に設けられ、運転状態をＬＥＤと表示文字などで視覚的に表示す
るものである。
【００４７】
　図３に示すように、室内空気において、粒径の大きいダニの糞や死がい、花粉、埃等の
粉塵は沈降しやすく室内の低域空間に多く分布し、粒径の小さいタバコの煙、ウイルス等
や臭気は浮遊しやすく、室内の高域空間に多く分布することが知られている。
【００４８】
　上記構成において、本体１を運転中に、制御部８は埃センサー７が大粒径の粉塵を検出
したと判定する場合、または大粒径と小粒径の粉塵を検出したと判定する場合において、
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埃センサー７が粉塵の濃度が高いと判定するときは、吸込蓋部用駆動部１２を駆動して吸
込蓋部９を全開する。これにより、低域空間空気の吸気比率の高い気流２０を形成するの
で、室内の低域空間に多く分布し浮遊する粒径の大きいダニの糞や死がい、花粉、埃等の
粉塵を巻き込みながら、気流２０が本体１の前面下部に到達し、このように形成した循環
気流２０が本体１の第一の吸込口２ａに吸引されて、フィルター３で粒径大なる汚染空気
を清浄化することができる。このとき、吹出口５の吹出ルーバー６を回動して斜め前方に
設定することにより、気流２０を形成しやすくなる。
【００４９】
　また、制御部８は埃センサー７が小粒径の粉塵を検出したと判定する場合において、埃
センサー７が粉塵の濃度が高いまたは低いと判定するときは、吸込蓋部用駆動部１２を駆
動して吸込蓋部９を閉鎖する。これにより、高域空間空気の吸気比率の高い気流１９を形
成するので、室内の高域空間に多く分布し浮遊する粒径の小さいタバコの煙、ウイルス等
の粉塵を巻き込みながら、気流１９が本体１の側面に到達し、このように形成した循環気
流１９が本体１の第二の吸込口２ｂに吸引されて、フィルター３で粒径小なる汚染空気を
清浄化することができる。このとき、吹出口５の吹出ルーバー６を回動して上方向に設定
することにより、気流１９を形成しやすくなる。
【００５０】
　また、制御部８は埃センサー７が大粒径の粉塵を検出したと判定する場合、または大粒
径と小粒径の粉塵を検出したと判定する場合において、埃センサー７が粉塵の濃度が低い
と判定するときは、吸込蓋部用駆動部１２を駆動して吸込蓋部９を半分開口する。これに
より、運転音の低減、消費電力を抑制しながら、通過風速を減少せずに低域空間空気の吸
気比率の高い気流２０を形成するので、室内の低域空間に多く分布し浮遊する粒径の大き
いダニの糞や死がい、花粉、埃等の粉塵を巻き込みながら、気流２０が本体１の前面下部
に到達し、このように形成した循環気流２０が本体１の第一の吸込口２ａに吸引されて、
フィルター３で粒径大なる汚染空気を清浄化することができる。
【００５１】
　（参考例１）
　図２、図５、図６、図８および図９に示すように、吸込口２は、本体１の前面下部に設
けた第一の吸込口２ａと、この第一の吸込口２ａより上部に設けた第二の吸込口２ｂから
なり、第一の吸込口２ａに吸込風向を上方から下方または下方から上方に角度調整可能な
吸込風向板１７を設けている。また本体１には空気中の粉塵の粒径と濃度を検出する埃セ
ンサー７を設け、制御部８は埃センサー７の検出値に対応して、吸込風向板用駆動部１６
を駆動制御することにより、吸込風向板１７が角度調整されて、第一の吸込口２ａの吸込
風向を上方から下方または下方から上方に設定できるものである。
【００５２】
　上記構成において、本体１を運転中に、制御部８は埃センサー７が大粒径の粉塵を検出
したと判定する場合、または大粒径と小粒径の粉塵を検出したと判定する場合において、
埃センサー７の粉塵濃度の検出値が高いと判定するときは、吸込風向板用駆動部１６を駆
動して吸込風向板１７を角度調整することにより吸込風向を下方から上方に設定する。こ
れにより、低域空間空気の吸気比率の高い気流２０が形成されやすくなるので、室内の低
域空間に多く分布し浮遊する粒径の大きいダニの糞や死がい、花粉、埃等の粉塵を巻き込
みながら、気流２０が本体１の前面下部に到達し、このように形成した循環気流２０が本
体１の第一の吸込口２ａに吸引されて、フィルター３で粒径大なる汚染空気を清浄化する
ことができる。
【００５３】
　また、制御部８は埃センサー７が小粒径の粉塵を検出したと判定する場合において、埃
センサー７が粉塵の濃度が高いまたは低いと判定するときは、吸込風向板用駆動部１６を
駆動して吸込風向板１７により吸込風向を上方から下方に角度調整する。これにより、高
域空間空気の吸気比率の高い気流１９を形成するので、室内の高域空間に多く分布し浮遊
する粒径の小さいタバコの煙、ウイルス等の粉塵を巻き込みながら、気流１９が本体１の
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側面に到達し、このように形成した循環気流１９が本体１の第二の吸込口２ｂに吸引され
て、フィルター３で粒径小なる汚染空気を清浄化することができる。
【００５４】
　（実施の形態２）
　図１、図３、図４、図７および図９に示すように、本体１には居室内の人の有無を検出
する人感センサー１５を設け、本体１を運転中に、制御部８は人感センサー１５が居室内
に人を検出する場合、吸込蓋部用駆動部１２を駆動して吸込蓋部９を全開する。これによ
り、低域空間空気の吸気比率の高い気流２０を形成するので、室内の低域空間に多く分布
し浮遊する粒径の大きいダニの糞や死がい、花粉、埃等の粉塵を巻き込みながら、気流２
０が本体１の前面下部に到達し、このように形成した循環気流２０が本体１の第一の吸込
口２ａに吸引されて、フィルター３で粒径大なる汚染空気を清浄化することができる。
【００５５】
　（参考例２）
　図２、図５、図６、図８および図９に示すように、本体１には居室内の人の有無を検出
する人感センサー１５を設け、本体１を運転中に、制御部８は人感センサー１５が居室内
に人を検出する場合、吸込風向板用駆動部１６を駆動して吸込風向板１７により吸込風向
を下方から上方に角度調整する。これにより、低域空間空気の吸気比率の高い気流２０を
形成するので、室内の低域空間に多く分布し浮遊する粒径の大きいダニの糞や死がい、花
粉、埃等の粉塵を巻き込みながら、気流２０が本体１の前面下部に到達し、このように形
成した循環気流２０が本体１の第一の吸込口２ａに吸引されて、フィルター３で粒径大な
る汚染空気を清浄化することができる。
【００５６】
　（実施の形態３）
　図１、図３、図４、図７および図９に示すように、本体１の操作部２１にはマニュアル
スイッチ１８を設け、本体１を運転中に、使用者によってマニュアルスイッチ１８が押さ
れたときに、吸込蓋部９を半分開口または閉鎖している場合には、制御部８は吸込蓋部用
駆動部１２を駆動して吸込蓋部９を全開する。また、このとき制御部８はファンモータ４
の送風量を最大とする運転に切り換える。
【００５７】
　これにより、使用者が必要と感じたときに、例えば布団の上げ下げを開始するときなど
に、マニュアルスイッチ１８を押すことにより、タイミングよく吸込蓋部９を全開して、
低域空間に浮遊する粒径の大きい粉塵を吸込蓋部９から最大風量で本体１に吸引し、大き
い粉塵を含む空気が拡散する前に効率よく清浄化することができる。
【００５８】
　（参考例３）
　図２、図５、図６、図８および図９に示すように、本体１の操作部２１にはマニュアル
スイッチ１８を設け、本体１を運転中に、使用者によってマニュアルスイッチ１８が押さ
れたときに、吸込風向板１７により吸込風向を上方から下方に角度調整している場合には
、制御部８は埃センサー７の判定に関わらず、吸込風向板用駆動部１６を駆動して吸込風
向板１７を角度調整することにより吸込風向を下方から上方に設定する。また、このとき
制御部８はファンモータ４の送風量を最大とする運転に切り換える。
【００５９】
　これにより、使用者が必要と感じたときに、例えば布団の上げ下げを開始するときなど
に、マニュアルスイッチ１８を押すことにより、タイミングよく吸込風向板１７を角度調
整して、低域空間に浮遊する粒径の大きい粉塵を、吸い込み方向が下方から上方に設定さ
れた吸込蓋部９から最大風量で本体１に吸引し、大きい粉塵を含む空気が拡散する前に効
率よく清浄化することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の実施の形態１、２および３の空気清浄機の一部破断の外観斜視図
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【図２】参考例１、２および３の空気清浄機の一部破断の外観斜視図
【図３】本発明の実施の形態１、２および３の第二の吸込口の吸込蓋部を示す概略断面図
（（イ）閉鎖状態を示す図、（ロ）半分開口状態を示す図、（ハ）全開状態を示す図）
【図４】同第二の吸込口の吸込蓋部を示す要部斜視図（（イ）閉鎖状態を示す図、（ロ）
半分開口状態を示す図、（ハ）全開状態を示す図）
【図５】参考例１、２および３のの第二の吸込口の吸込風向板を示す概略断面図（（イ）
閉鎖状態を示す図、（ロ）第二の吸込口の吸込風向板を角度調整して上方から下方への風
向状態を示す図、（ハ）第二の吸込口の吸込風向板を角度調整して下方から上方への風向
状態を示す図）
【図６】同第二の吸込口の吸込風向板を示す要部斜視図（（イ）第二の吸込口の吸込風向
板の閉鎖状態を示す図、（ロ）第二の吸込口の吸込風向板を角度調整して上方から下方へ
の風向状態を示す図、（ハ）第二の吸込口の吸込風向板を角度調整して下方から上方への
風向状態を示す図）
【図７】本発明の実施の形態１、２および３のブロック回路図
【図８】参考例１、２および３のブロック回路図
【図９】本発明の実施の形態１～３および参考例１～３の室内空気の浮遊粉塵分布の概念
図
【図１０】従来の空気清浄機を示す視図
【符号の説明】
【００６１】
　１　　本体
　２　　吸込口
　２ａ　第一の吸込口
　２ｂ　第二の吸込口
　３　　フィルター（清浄化手段）
　４　　ファンモータ（送風手段）
　５　　吹出口
　７　　埃センサー
　８　　制御部
　９　　吸込蓋部
　１５　人感センサー
　１７　吸込風向板
　１８　マニュアルスイッチ
　２１　操作部



(9) JP 4983531 B2 2012.7.25

【図２】 【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(10) JP 4983531 B2 2012.7.25

【図８】

【図９】

【図１０】



(11) JP 4983531 B2 2012.7.25

【図１】



(12) JP 4983531 B2 2012.7.25

10

フロントページの続き

(72)発明者  竹山　隆雄
            愛知県春日井市鷹来町字下仲田４０１７番　松下エコシステムズ株式会社内

    審査官  中村　泰三

(56)参考文献  特開平０９－０２９０３９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－０１６８４１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－０２４１２１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０４－０３５７１５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０２－１１５０５３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－０２１３５３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－０８９９０７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ０１Ｄ　　４６／４６　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

